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東日本大震災 災害対策本部被害・設置状況に係る調査票 

 調査日：平成 23 年 4 月 19 日 

自治体名 山田町 震   度 5 強 

人口（震災前） 19,461 人 世帯数（震災前） 7,210 世帯 

死 者 数 533 人 行方不明者数 378 人 

避難所数 32 箇所 避難者数 3,512 人 

庁舎・仮庁舎並びに被害状況写真の位置図 

被害状況の写真 1 被害状況の写真 2 

 

町役場 4 階の 1 室からみた周辺の状況 

 

町役場付近の被害様子 

庁舎の写真 1 庁舎の写真 2 

町役場の正面 町役場の側面 

町役場 被害状況写真の位置 
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庁舎の写真 3 庁舎の写真 4 

浸水した地下室 町役場内部 

庁舎の状況 

□主体部分が高く立てられているため、地下室以外は特に大きな被害が見られなかった。 

□照明、トイレ、上下水道使用可。 

□平常業務が行われている。 

□1 階ロビーは、避難者確認場所となっており、死亡者名簿、避難者名簿が自由に閲覧できる。 

□町役場の隣にある保健センターには、本部救護所が設置されている。住民に対して、おにぎり、お

菓子などの食料や、飲用水などの救援物資の配給が行われている。 

 

本部室の写真 1 本部室の写真 1 

災害対策本部室の玄関 

 本部室前の掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



3 
 

本部室の写真 3 本部室の写真 4 

 

 

 

 

 

本部室内部の 

様子 1 

本部室内部の様子 2 

本部室の状況 

□位置：町役場 4 階にある総務課・企画財政課の部屋 

□本部室の玄関では、最新の被災状況や、次回予定されている報道発表の時間及び担当者（副町長）

に関する情報が掲示されている。 

 

その他、特筆すべき事項 

□町役場周辺のガレキには、津波による火災で焼けた建物の痕跡が目立っていた。 

□町役場では、行方不明者の捜索、罹災証明の発行、ガレキ処理などの災害対応業務のほか、年金相

談、新型インフルエンザの予防接種などの一部の平常時業務も行われている。 

□教育委員会、警察の業務室も町役場の中に設けられている。 

 

（注１）調査票の各項目に関する出典は、以下のとおり。 

人口（震災前）：全国市町村要覧 平成 22 年版 

世帯数（震災前）：全国市町村要覧 平成 22 年版 

死者数：消防庁被害報第 100 報（平成 23 年 4 月 11 日 11 時時点） 

行方不明者数：消防庁被害報第 100 報（平成 23 年 4 月 11 日 11 時時点） 

避難所数：岩手県 避難場所等一覧資料（平成 23 年 4 月 12 日 17 時時点） 

避難者数：岩手県 避難場所等一覧資料（平成 23 年 4 月 12 日 17 時時点） 

位置図：背景地図は「電子国土」（国土地理院）より抜粋 

（注２）「震度」については、気象庁平成 23 年 3 月 30 日報道発表資料（「平成 23 年（2011 年）東北

地方太平洋沖地震」により各地で観測された震度について）による（一部の震度観測点について

は精査継続中となっている）。 


